
炭
素
繊
維

　
２
０
０
９
年
の
「
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
補
助
制
度
」
再
開
、
余
剰
電
力
２
倍
買
い
取
り

な
ど
が
起
点
と
な
り
、
太
陽
電
池
市
場
は
拡
大
。

ま
た
、
７
月
に
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
固
定

価
格
買
い
取
り
制
度
」
が
始
ま
り
、
大
規
模
太
陽

光
発
電
所

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

の
建
設
が
進
み
、

市
場
成
長
を
よ
り
加
速
さ
せ
る
。

太
陽
電
池

　
１
９
７
０
年
代
に
商
業
生
産
が
始
ま
っ
た
炭
素
繊

維
の
市
場
が
着
実
に
拡
大
し
て
い
る
。
鉄
と
比
べ
比

重
は
４
分
の
１
、
強
度
は

倍
と
軽
く
て
強
い
の
が

評
価
さ
れ
、
初
期
の
こ
ろ
の
ゴ
ル
フ
シ
ャ
フ
ト
や
釣

り
ざ
お
に
加
え
、
最
近
で
は
航
空
機
や
自
動
車
で
本

格
的
に
採
用
さ
れ
始
め
た
。
炭
素
繊
維
市
場
は
、
産

業
用
や
航
空
宇
宙
用
を
中
心
に
２
０
２
０
年
度
ま
で

に
平
均
し
て
年
率

％
で
成
長
し
、

年
度
の
世
界

需
要
３
万
７
０
０
０

か
ら

年
度
に
は

万

に

拡
大
す
る
と
見
ら
れ
て
い
る
。

帝人のニッケル被覆炭素繊維

価格競争力を向上汎用品に懸念も
産業用で用途拡大
「
軽
く
て
強
い
」
航
空
機
・
自
動
車
に
的

再び活気品質勝負

　　 ２０１２年 平成２４年 １０月２３日 火曜日 （第２部） 　　 （ ）

各
地
で
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
の
建

設
計
画
が
進
む

３
月
、
群

馬
県
太
田
市

　
ト
ク
ヤ
マ
は
マ
レ
ー
シ
ア

に
太
陽
電
池
用
多
結
晶
シ
リ

コ
ン
の
製
造
プ
ラ
ン
ト
を
建

設
中
で
、

年
６
月
に
商
業

運
転
を
始
め
る
計
画
だ
。
安

価
な
電
力
を
利
用
し
て
、
価

格
競
争
力
を
高
め
る
狙
い

だ
。

　
太
陽
電
池
を
構
成
す
る
封

止
材
や
バ
ッ
ク
シ
ー
ト
な
ど

の
開
発
も
盛
ん
だ
。

　
三
菱
樹
脂
は
フ
レ
キ
シ
ブ

ル
太
陽
電
池
向
け
に
ガ
ラ
ス

代
替
用
の
樹
脂
製
フ
ロ
ン
ト

シ
ー
ト
を
開
発
し
た
。
カ
ネ

カ
は
海
岸
沿
い
な
ど
の
メ
ガ

ソ
ー
ラ
ー
向
け
に
塩
害
に
強

い
ガ
ラ
ス
封
止
型
モ
ジ
ュ
ー

ル
を
投
入
し
た
。

　
旭
化
成
は
太
陽
電
池
の
発

電
出
力
を
高
め
ら
れ
る
コ
ー

テ
ィ
ン
グ
剤
を
発
売
。
太
陽

の
反
射
光
を
抑
え
、
砂
ぼ
こ

り
を
表
面
ガ
ラ
ス
に
付
着
し

に
く
く
す
る
。

　
住
友
化
学
は
太
陽
電
池
用

封
止
フ
ィ
ル
ム
の
原
料
に
使

う
エ
チ
レ
ン
酢
酸
ビ
ニ
ル
共

重
合

Ｅ
Ｖ
Ａ

樹
脂
の
生

産
を
手
が
け
る
。

　
近
年
は
価
格
競
争
力
を
武

器
に
し
た
中
国
産
の
太
陽
発

電
パ
ネ
ル
が
急
速
に
普
及

し
、
太
陽
電
池
の
「
コ
モ
デ

ィ
テ
ィ
ー

汎
用
品

化
」

が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
一
方
、
欧
州
で
は
Ｐ

Ｉ
Ｄ
現
象
と
呼
ば
れ
、
メ
ガ

ソ
ー
ラ
ー
の
出
力
が
半
分
以

下
に
低
下
す
る
現
象
が
問
題

に
な
っ
て
い
る
。
高
温
多
湿

の
環
境
下
で
起
き
る
と
さ
れ

る
こ
の
現
象
は
、
日
本
に
と

っ
て
対
岸
の
火
事
で
は
な
い

が
、
日
本
の
化
学
メ
ー
カ
ー

に
と
っ
て
は
自
社
の
品
質
を

生
か
せ
る
好
機
に
も
な
る
。

　
太
陽
電
池
用
バ
ッ
ク
シ
ー

ト
を
手
が
け
る
東
レ
は
、
瀬

田
工
場

大
津
市

内
に
あ

る
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発

セ
ン
タ
ー
に
、
独
自
の
評
価

設
備
を
導
入
し
た
。
第
三
者

機
関
の
活
用
だ
け
で
な
く
、

自
社
で
も
Ｐ
Ｉ
Ｄ
現
象
に
関

す
る
デ
ー
タ
を
取
れ
る
よ
う

に
し
た
。
依
頼
が
あ
れ
ば
モ

ジ
ュ
ー
ル
メ
ー
カ
ー
と
共
同

で
、
試
験
も
実
施
す
る
方
針

だ
。

　

年
に
就
航
し
た
中
型
ジ

ェ
ッ
ト
旅
客
機
ボ
ー
イ
ン
グ

７
８
７
に
は
、
機
体
重
量
の

約

％
に
炭
素
繊
維
強
化
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク

Ｃ
Ｆ
Ｒ
Ｐ

が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
軽
量

化
に
よ
り
従
来
の
航
空
機
に

比
べ
燃
費
を

％
も
改
善
で

き
る
。
東
レ
が
米
ボ
ー
イ
ン

グ
と
炭
素
繊
維
の
供
給
契
約

を
結
び
、
提
供
し
て
い
る
。

ボ
ー
イ
ン
グ
７
８
７
の
成
功

に
よ
り
、
航
空
機
分
野
で
Ｃ

Ｆ
Ｒ
Ｐ
の
採
用
は
さ
ら
に
拡

大
し
て
い
く
だ
ろ
う
。

　
も
う
ひ
と
つ
の
大
き
な
分

野
が
自
動
車
だ
。
量
産
車
に

採
用
さ
れ
る
た
め
に
は
成
形

時
間
の
短
縮
が
求
め
ら
れ
て

い
る
が
、
帝
人
が
常
温
で
は

固
体
だ
が
熱
を
加
え
る
と
流

動
化
す
る
熱
可
塑
性
樹
脂
を

使
用
し
、
１
分
以
内
で
Ｃ
Ｆ

Ｒ
Ｐ
を
成
形
す
る
技
術
を
確

立
す
る
な
ど
、
各
社
は
課
題

解
決
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

大
西
盛
行
東
レ
専
務
は
「
量

産
車
で
も

年
ご
ろ
か
ら
採

用
さ
れ
、

年
ご
ろ
に
本
格

化
す
る
だ
ろ
う
」
と
い
う
。

　
炭
素
繊
維
は
ま
だ
新
し
い

素
材
の
た
め
、
メ
ー
カ
ー
は

こ
う
し
た
航
空
機
や
自
動
車

以
外
に
も
圧
力
容
器
や
風
力

発
電
機
な
ど
産
業
用
を
中
心

に
用
途
拡
大
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

　
帝
人
は
ニ
ッ
ケ
ル
被
覆
炭

素
繊
維
を
ポ
リ
カ
ー
ボ
ネ
ー

ト
樹
脂
に
均
一
分
散
さ
せ
る

コ
ン
パ
ウ
ン
ド
技
術
を
確
立

し
、
電
磁
波
を
遮
断
す
る
性

能
を
従
来
に
比
べ
１
・
５
倍

高
め
た
樹
脂
複
合
材
料
を
開

発
し
た
。
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ

や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

多
機

能
携
帯
電
話

な
ど
で
の
使

用
を
見
込
む
。

　
炭
素
繊
維
の
世
界
シ
ェ
ア

で
は
東
レ
、
炭
素
繊
維
メ
ー

カ
ー
の
東
邦
テ
ナ
ッ
ク
ス
を

傘
下
に
持
つ
帝
人
、
三
菱
レ

イ
ヨ
ン
の
国
内
３
社
が
約
７

割
を
占
め
る
。
「
こ
れ
ま
で

提
案
型
で
市
場
開
拓
を
し
て

き
た
」

大
西
専
務

日
本

の
炭
素
繊
維
メ
ー
カ
ー
は
今

後
も
技
術
開
発
を
進
め
、
炭

素
繊
維
市
場
を
切
り
開
い
て

い
く
。


